
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立善前小学校 ）     学校番号 ０３７                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 よく学び 心ゆたかに たくましく        

目 指 す 学 校 像 わくわく・いきいき・どきどき、「みんなの瞳が光ってる」学校        

          

重 点 目 標 

１ あいさつがいっぱい、笑顔があふれる学校 
２ 主体的に学び合い、誰もが成長できる学校 
３ 地域の力で、子どもがすくすくと育つ学校 
４ 安全・安心と美しい環境で、心が潤う学校 
５ 指導力の向上を目指して、学び続ける学校 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○「自分の考えをもち、生き生きと学び合う児童の育

成」をテーマに校内研修や授業実践を行い、授業力を

向上させ、IＣＴ活用により授業の質を高めている。 

〇学校評価アンケート児童と保護者「授業に関する項

目」で肯定的な回答が８０％以上だった。 

〇「学びの指標」アンケート「ＩＣＴの活用」が７７％

だった。 

○ＳＴＥＡＭＳＴＩＭＥ実施後のアンケートでは「関心

が高まった」と回答した児童が９３％以上となった。 

〈課題〉 

〇全学年を通し、より効果的な ICT 機器の活用が課題であ

る。 

・指導方法の工

夫と主体的な

学びによる確

かな学力の向

上 

 

 

 

①国語、算数を中心に、朝学習に活用を

図る時間を教育課程として組み込

み、スタディサプリ、ドリルパーク

などで苦手な分野に取り組む。 

②学校課題研修において、エバンジェリ

ストを中心に、全ての教員がＩＣＴ

活用について学ぶ研修を行い、授業

実践に生かす。 

①国語、算数について、全児童に対して

学習の取組状況を把握し、目標をもっ

て学習できるようにできたか。 

②調査結果の分析結果や学力向上カウン

セリング研修を踏まえ、授業改善の視

点、手立てを共有できたか。また、学

校評価にて、関連する項目の肯定的な

回答の割合が８０％以上となったか。 

①ルーブリックを取り入れ、意欲的に学習

を行えるよう支援した。 

②学力向上カウンセリング研修を実施し、

現状把握ともに、授業改善に役立てた。

また、学校評価「よく学ぶ子」の項目に

おいて、児童、保護者、教職員共に肯定

的な回答が児童「忘れ物なし７７％」以

外、８０％以上となった。 

A 

 

①ルーブリックのよりよい活用を図ると

ともに、ICT を効果的に活用した学習

活動を設定する。 

②全教職員で学力向上カウンセリング研

修を実施し指導に生かす。また、忘れ

物については、学級指導とともに生徒

指導でも意識向上の取り組みを行う。 
 

・外国籍の児童への指導も

きちんとできている。 

・授業中、子どもたちが生

き生きしている。 

・児童は勉強も運動、遊び 

に一生懸命である。 

・落ち着いて授業を受けて

いる。配慮を要する児童

の家庭との連携が必要。 

・主体的に学び合

い、誰もが成長

できる学校 

①教員と児童が共に学び、試行錯誤しな

がら現代的な課題の解決を目指すＳＴ

ＥＡＭＳ ＴＩＭＥを展開する。 

①ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ実施後のアンケー

ト等で「関心が高まった」と回答する児童

の割合が９４％以上となったか。 

①ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ実施後のアンケ

ートでは、「関心が高まった」と回答し

た児童が９４％以上となった。 
A 

①プログラミング的思考の基礎を育む。

より協働的な学習となる授業づくりに

努める。 

2 

〈現状〉 

○チーム善前で対応する学校を構築し、発達支持的生徒

指導を実践する組織づくりを行っている。 

〇学校評価「心ゆたかな子」に係る項目は、５つの項目

すべてで職員、児童、保護者の肯定的な回答が７０％

以上であった。 

○学校評価「たくましく」に係る項目は、５つの項目す

べてで職員、児童、保護者の肯定的な回答が８０％以

上であった。 

〈課題〉 

〇学校評価の児童「進んで自分の意見を言う」の肯定的

な回答が７５％で自信が持てない児童が２５％いる。 

・児童一人ひと

りへの細やか

な生徒指導、

教育支援・相

談に向けた校

内体制の充実 

①情報端末（Forms）を活用した児童ア

ンケートの実施等、一人ひとりの状

況を継続的に把握する。 

②生徒指導、教育相談に係る校内委員会

で児童の情報交換を行い、児童の状

況を把握し、Sola るーむの活用等、

組織的に支援相談を行う。 

①学校評価「心ゆたかな子」に係る項目

で、児童、保護者、教職員の肯定的な

回答の割合７１％以上となったか。 

②学校評価「たくましく」に係る項目で

５つの項目すべてで職員、児童、保護

者の肯定的な回答が教８１％以上とな

ったか。 

①学校評価「心ゆたかな子」の項目は、児

童、保護者、教職員の肯定的な回答が７

１％以上であった。 

②学校評価「たくましい子」の項目は、５

つの項目すべてで肯定的な回答が児童、

保護者、教職員８１％以上であった。 

A 

①児童が「心豊かに生活している」と判

断している現状を受け止め引き続き生

徒指導、教育相談体制の充実を図る。 

②組織的な生徒指導、教育相談対応を心

がけ、教職員の共通理解を図り、児

童、保護者に寄り添った対応に努め

る。 

 

・自己肯定感が低い児童に

は、クラスの雰囲気作り

が大切である。 

・教育相談は、相談したく

なるような工夫、ケアが

必要である。 

・自分の意見を伝えられな

い児童には、教員の後押

しが必要である。 

・児童の自己肯

定感の向上 

 

①特別活動を中心に、児童同士の学び合

いと主体性を生かした活動を取り組

む。 

①学校評価「進んで自分の意見を言う」

（児童）において、肯定的な回答の割

合が７６％以上となったか。 

①学校評価「進んで自分の意見を言う」

（児童）において、肯定的な回答の割合

が７６％となった。 

 

 

A 
 

①特別活動を中心に各教科の学習でも主

体的対話的で深い学びの学習を行い、

児童の自己肯定感の向上を目指す。 
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〈現状〉 

○家庭・地域から信頼され、家庭・地域とともに歩む学

校づくりを行っている。 

○学校運営協議会や各行事を通じて教育活動の現状を報

告し、課題への対応策等を話し合い、改善を図ってい

る。 

〇学校評価「家庭・地域との連携」について、３つの項

目すべてで教職員、保護者、学校運営協議会委員の 3者

で肯定的な回答が７０％以上であった。 

〇学校教育目標達成度アンケートにおいて「地域との連携」

の肯定的回答の割合が８０％以上であった。 

〈課題〉 

〇地域の見守り防犯ボランティアの方々の高齢化に伴う

参加人数の減少が課題である。 

・地域の力で、

子どもがすく

すくと育つ学

校 

①２学期に教職員、保護者、児童、学校

運営協議会委員を対象とした学校評価

を実施し、コミュニティスクールの充

実を図る。 

②防犯ボランティアの募集等、具体的な

方策を定め、学校とＳＳＮ、地域が協

働した取組を始める。 

①学校評価に関するアンケートで「家

庭・地域との連携」について保護者、

地域の肯定的な回答の割合が７０％以

上となったか。 

②保護者、地域の見守りボランティアの

参加人数が増加したか。 

①学校評価「家庭・地域との連携」につい

て、肯定的な回答が全項目で保護者、教職

員８０％以上であった。 

②保護者、地域の見守りボランティアの参

加人数が２６人から７６人へ大幅に増加し

た。 

 

A 

①ＰＴＡによるボランティアが充実し、

家庭との連携が図れた。次年度も取組

を継続する。 

②学校運営協議会の熟議を通してまとま

った意見の具現化を図り、地域、保護

者との連携を強化する。  

・見守りボランティアは高齢化 

が進んでおり、下の世代に引 

き継ぐ必要がある。学校に 

関わるハードルを下げる取組 

みを工夫するとよい。例え 

ば、行事の際の学校公開を増 

やす。地域の行事に学校を開 

放する等するとよい。 

・学校運営協議会の資料を事前 

に配布したのは、熟議を深め 

るために良かった。 

・目指す児童の

姿を共有する

ためのＩＣＴ

活用、教育活

動公開 

①Ｗｅｂページを更新し、目指す児童の

姿等を広く、家庭、地域と共有する。 

②学校保健員会を保護者、地域の方がオ

ンラインを含め参観できるようにし学

校の教育活動に対する関心を高める。 

①学校評価に関するアンケートで「Ｗｅ

ｂページ等による教育活動の適切な提

供」に回答する割合が保護者、地域７

０％以上となったか。 

②学校評価「Ｗｅｂページ等による情報の

適切な提供」において、保護者、地域とも

８０％以上であり、家庭、地域と共有でき

た。 

A 
 

②Ｗｅｂページ等による提供を引き続き

実施するとともに、役割を分担して計

画的な更新等に取り組み、情報の適切

な提供に努める。 
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〈現状〉 

○校内の環境整備、緑化・美化活動を推進し、美しい学

校づくりをすすめている。 

〇学校評価「安全に気を付けて生活できた」の児童の肯

定的な回答が、９３％、「安全な環境を整えている」

の保護者８７％地域９０％の肯定的な回答であった。 

〇施設・設備の不具合が原因のけが０件、救急車要請１

件、医療機関受診４７件であった。 

〈課題〉 

〇安全な廊下歩行への意識が低い等、自分で考え安全な

行動をとることができない児童が多いことが課題であ

る。 

・安全・安心な

環境で、心が

潤う学校 

 

①保健委員会活動を中心に校内における

けがの発生場所、件数、原因などを

分析し、児童と結果を共有し対策を

考え実行する。 

②道徳等の学習や、毎月の善前っ子朝会

（生徒指導）、不審者対応訓練、避難

訓練等を通して安全な行動への理解を

深め、行動するよう指導する。 

①学校評価に係る児童アンケート「安全

に気を付けて生活することができた」

保護者「安全な環境を整えている」で

肯定的に回答する割合が８０％以上と

なったか。 

②保健委員会の活動等を通して、児童が 

安全な生活の実現を意識し、けがの

件数が減少しているか。 

①学校評価「安全に気を付けて生活でき

た」の児童の肯定的回答８６％。「安全

な環境を整えている」の保護者の肯定的

回答は８７％だった。 

②けがマップの作成等を通して安全な生活

への意識が高まった。施設設備の不具合

が原因のけが 0件、救急車要請 0件、医療

機関受診 28 件（昨年度-19 件）だった。 

A 

①アンケート結果から児童は安全な生活

を意識できているが、引き続き適切な

環境整備と指導を継続する。 

②医療機関を受診したけがは軽微なもの

が多い。接触等によるものが多いが、

体幹の弱さから起きたけがも目立つ。

体育の学習や、委員会活動を通した体

力向上の取組の検討を行う。 

 

・けがマップ作成の取組みは安 

全な生活への意識を高めるた 

めに良い取組みである。 

・施設設備の不具合が原因のけ 

が 0 件なのは良い。 

・けがをしてしまう原因には、 

体力のなさがあると思うの 

で、体力向上の取り組みを充 

実させるとよい。 

・美化活動は学校だけではな 

く、今年度同様、PTA 地域と 

連携していけるとよい。 

・美しい環境で

心が潤う学校 

①生き物委員会活動を中心に校内美化の

意識を育む活動を行う。 

②PTA 活動で保護者、地域と連携し、清

掃、栽培活動に取り組む。 

①学校評価に係る保護者、地域アンケー

ト「施設・設備の管理や安全指導な

ど、安全な環境を整えている」と回答

する割合が８５％以上となったか。 

①学校評価に係る「施設・設備の管理や安

全指導など、安全な環境を整えている」

保護者、地域の肯定的な回答は８５％以

上であった。 

 

 A 

 

①毎日の清掃活動、生き物委員会活動や

除草活動等を行い、校内美化の意識を

育む。PTA 地域と連携し、清掃、栽培

活動に取り組み、校内美化に努める。 

5 

〈現状〉 

○教職員一人ひとりが、well-Being を実現できる職場環

境を整えている。 

〇学校評価アンケート児童と保護者「授業に関する項

目」で肯定的な回答が８０％以上だった。 

〇学校教育目標達成度アンケートにおいて「校内研修等の

体制が整備され、教職員の共通理解のもとに適切に実

施・運営されているか」の肯定的回答の割合が９４％で

あった。 

〈課題〉 

〇多くの行事、会議等がある中、学校課題研修の回数が２７回

であり、内容を精選して行う必要がある。 

〇教職員間で、研修会への参加について意欲の差があ

る。 

・指導力の向上

を目指して学

び続ける学校 

 

 

 

①毎週木曜日の研修やブロック１回の研

究授業を通して研究を推進する。 

②一人ひとりの教員が年間を通して取り

組む授業改善の目標を、自己評価面談

時に設定し、目標に向けた授業を年間

１回以上公開する。 

①全ての教員授業改善策に取り組み、学

校評価アンケート「授業に関する項

目」で８０％以上となったか。 

②「学びの指標」において、関連する項

目の肯定的な回答の割合が８０％以上

となったか。 

①組織運営状況アンケート「授業に関する項

目」において肯定的な回答が８０％以上

だった。（９０％以上６項目） 

②「学びの指標」において、「主体的：８

０％」「探求的：７３％」「基礎：８

３％」となった。 

A 

①学校課題研修は研究協議会を３回実施

し、研修の充実を図った。次年度への

円滑な接続を図る。 

②ＩＣＴ機器を活用した主体的、協働的

な学びについて研修を進め、「探究

的」な学びについて更なる取組を行

う。  

・授業改善については、否定的 

な 10 パーセントの意見を生か 

して改善していく必要があ 

る。 

・タブレットを効果的に使

い、紙とデジタルの良いと

ころを生かした学習が望ま

しい。 
 

・指導力の向上

を目指して学

び続ける教職

員 
 

①一人ひとりの教員が年間を通して取り

組む自己研修の目標を自己評価面談時

に設定し、取り組みを促す。 

①組織運営状況アンケートにおいて「校内

研修等の体制が整備され、教職員の共

通理解のもとに適切に実施・運営され

ているか」で９５％以上となったか。 

①組織運営状況アンケートにおいて「校内研 

修等の体制が整備され、教職員の共通理 

解のもとに適切に実施・運営されている 

か」で９６％となった。 

   A 

①校外での研修会参加とともに、校内で

の ICT に関する自主研修の開催と参加

を促し、主体的、協働的な学びについ

ての指導力向上を図る。 
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